
印
度
學
佛
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學
研
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第
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十
四
巻
第
二
号

平
成
八
年
三
月

『
十

地
経
』

に
お
け

る
慈
悲

に

つ
い
て

四

小

坂

匡

宏

慈
悲

は
仏
教
教
理
に
お
い
て
は
、
小
乗
の
十
八
不
共
仏
法
の

二
つ
大

悲

(

)
や

四
無
量

心

(慈

・
悲

・
喜

・
捨
)、

あ

る

い
は

『倶
舎
論
』

の
五
停
心
観
の
第
二
慈
悲
観
の
よ
う

に
、
仏
陀
特
有

の
功

徳
や
仏
道
の
実
践
方
法
と
し
て
説
か
れ
る
。
ま
た
慈
悲
は
他
の
世
界
宗

教
が
説
く
愛
の
よ
う
に
、
宗
教
的
な
救
済
概
念
と
し
て
民
衆
に
受
け
入

れ
ら
れ

た
。

と
こ
ろ
で
、
慈
悲

の
諸
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
慈
悲

に
相
当
す
る
原
語
に
即
し
て
の
概
念
規
定
を
示
し
て
ゆ
く
こ
と
が
肝
要

な
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
本
論
稿
で
は

『十
地
経

論
』

の
所
論
に
拠

っ
て
、

『十
地
経
』
に
現
わ
れ

る
慈
悲
の
観
念
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
。
で
は

『十
地
経
』
で
は
ど

の
よ
う
に
慈
悲
が
説
か
れ
る
だ
ろ
う
か
。

慈
愛

(

)
と
哀
愍

(

)
と
誓
願

(

)
と
に
よ

っ

て
、
次
第
の
通
り
に
、
心
の
行
境
で
は
な
く
し
て
、
意
楽
の
通
り
に
、
智
に

よ

っ
て
そ
れ
を
満
足
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
(

)

こ
こ
で
は
、

の
代
わ
り

貫
冨

が
悲
に
当
て
ら
れ

て
い
る
。

続
け
て
誓
願
が
説
か
れ
る
が
、
慈
悲
に
相
当
す
る
語
句
と
と
も
に
誓
願

が
の
べ
ら
れ
る
例
は
他
に
五
例
現
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
慈
悲
と
誓

願
と
は
何
等
か

の
関
係
が

あ

る

こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
(
1
)

『
十
地
経
論
』

の
釈
を
示
す
。

何
者
因
成
就
大
。
偈
言

慈
悲
及
願
力

故
。
慈
者
同
興

喜
楽
因
果

故
。
悲

者
同
抜

憂
苦
因
果

故
。
願
者
発
心
期

大
菩
薩

故
。
此
慈
悲
願
長
夜
熏
修

不

同

二
乗

故
。
(『大
正
』
三
六
・
二
三
四
a
)

論
で
は
、
慈
悲
の
基
本
的
立
場
で
あ
る
抜
苦
与
楽
を
示
し
た
も
の
と
説

明
さ
れ
、
菩
薩
の
慈
悲
と
誓
願
が
二
乗
と
は
異
な
る
こ
と
が
強
調
さ
れ

て
い
る
。
で
は
菩
薩
の
慈
悲
と
は
如
何
様
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
仏
子
た
ち
よ
、
菩
薩
は
偉
大
な
る
哀
愍

(

)
に
先
行
さ
れ
て
、

健
全
な
自
然
の
意
楽
に
よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
、

二
切
の
善
根
を
行
な
う
知
識

を
完
成
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
(

)

こ
の
用
例
で
は
冒
頭
に

「偉
大
な
る
哀
愍
に
先
行
さ
れ
」
と
あ
り
、
他

に
三
例
見
出
だ

さ
れ

る
。
こ

の
と
き

の
大
悲
は

い
つ

れ
も

日

,

と
な

っ
て
い
る
。
『十
地
経
論
』
で
は
次

の
よ
う
に
釈
す
。
(
2
) 498



論

曰
。
深
大

心
堅
固
者
。
煩
悩
小
乗

不

能

壊

此
観

故

。
転
復
勤

修

一
切

善
根

成
就
者
。
諸
所
説
善
根

此
地
摂
受

故
。
(
『
大
正
』

二
六

・
一
三
七

a
)

慈

悲

は
堅

固

で
あ

り
小

乗

が

壊

す

る

こ

と

は

で
き

な

い

と

い
う

、

つ
ま

り

小

乗

の
慈

悲

と

は
異

質

な

こ
と

が

再

説

さ

れ

て

い

る

。

さ

ら

に
経

に

は
、

信

と

慈

悲

と
が

並
列

に
述

べ
ら

れ

て

い

る
箇

所

が

あ

る
。

か

の
菩
薩

は
信

(

)
を
増
上

し
、
浄
信

は
多

く
、
信
解

は
清

め
ら

れ
、
多
く

の
真
実

の
理
解
が

あ

り
、
哀

愍

(

)

と
悲

心

(

)

を
起

こ
し
、
大

い
な

る
慈
心

(

)
を
具
足

し
…

(

)

と

こ

ろ

で

『
倶

舎
論

』

に

は
、

「
実

に
、

愛

(

)

に

二

種

あ

る

。

汚

れ

た

の

と
汚

れ

て

な

い

の

と

で
あ

る
。

…
汚

れ

て

い

な

い

(愛
)

の

は
信

(珍

)

で

あ

る

。

(

)
」

と

し
、

汚

れ

の

な

い
愛

(

)

を

信

(

)

と

見

な

し

て

い

る
。

し

か

し
、

経

に

は
慈

悲

の
原

語

を

三
語

出

し

て

い

な

が

ら

愛

(

)
(
3
)

を

述

べ

な

い
。
つ
ま

り

、
慈

悲

の
原

語

が

限

定

さ
れ

て

い
る

こ
と

が

わ

か

る

。

つ
ぎ

に
第

二

地

の
経

説

で

は
、

不

殺

生

か
ら

は

じ

ま

る
十

善

業

道
が

詳

し

く

説

か
れ

、

ま
た

諸

地

の
中

で

最

も

慈

悲

の
用

例

が

頻

出

す

る
。

菩
薩

は
本

性
と
し
て
十
善
業
道

を
体
得

し
て

い

る
。
十

と

は
何

か

と

い
う

と
、
す
な

わ
ち
、
彼

は
生
き
物

を
殺

す

こ
と
か
ら
離
れ

て
害
さ
な

い
。
杖
や

刀
を
捨

て
、
怨
恨

の
思

い

を
捨

て
、

漸
鬼

(

)
を
得

て
、

一
切

の
生

命
あ

る
も

の

に

と

っ
て
利
益
と

な

る
憐
愍

の

情

(

)
と
慈
心

(

)
が

あ
り
馬

生
き
物

を
思
念

に
よ

っ
て

で
も
害
す

る
こ
と

は

な

い

『
十
地
経
』

に
お
け

る
慈
悲

に

つ
い
て

(
小

坂
)

の
で
あ
る
。
ま
し

て
や
、
他

の
衆
生

の
う
ち
衆
生

の
思

い
を
も

つ
者
に
、
恣

意

的
に
悩

害
す
る

こ
と
が
あ
ろ
う

か
。

(

)

刀
杖

に

つ
い

て
め

経
説

は
、
原

始

経

典

に
す

で

に
あ

り
、
愛

し

さ

(

)
が

使

わ
れ

て

い

る
が

、

こ

の
語

も

ま

た
使

わ

れ

ず

、

語

句

の
置

き

換

え
が

行

わ

れ

と

な

っ

て

い

る
。
(
4
)

結

局

、

愛

(

)
や

愛

し

さ

(

)
は
積

極

的

に

肯

定

さ

れ

る
言

葉

で

は

な

い
よ

う

で

あ

る

。

つ
ぎ

の
用

例

で

も
、

ま

た

同

義

語

が

多

く

出

て

く

る

。

ま
た
じ

つ
に
、

(
菩
薩

に
は
)
瞋

恚
を
離

れ
た
心

が

あ

る
。

一
切

の
衆
生

に

慈

心

(

)
が
あ

り
、

利

益
心
が
あ

り
、

憐
愍

の
情

(

)
が

あ

り
安
楽

な
ら

し

む

心
が

あ

り
、
愛
情
深
く
、

二
切
世
間

に
恩
恵

の
心

が

あ

り
、

一
切

の
有

情
に
利
益
さ
せ
る
憐
愍

の
情

(

)
が

あ

る
。
～

彼

は
、
慈

心

(

)
を
と
も
な

い
、

一
切
衆
生
を
利
益
し
、
安

楽
な
ら

し
む
た
め
に
、
推

測
し
判
断
す

る

こ
と
す
べ

て

を
思

い

め
ぐ

ら

す
者

で
あ

る
。
(

)

こ

の
経

説

に

た

い
す

る

説

明

を

見

て
み

ょ

う

。

論

曰
。

依

瞋
障
対
治

為

五
種
衆

生

説
。

一
於

怨
讐
所

慈
愍
心
。

如

経
常
起

慈

心

故
。
二
於

悪
行

衆
生
所

如

経
生

安
隠

心

故
。
三
於

貧

窮
乞
匂

及
苦
衆

生
所

如

経
生

憐
愍
心
楽
心

故
。

(『
大
正
』
二
六

・
二
四

七

c
―

一
四
八

a
)

こ

の
釈

に

よ

り
、

原

語

そ

れ
ぞ

れ

に

対

応

す

る

慈

悲

の
対

象

が

示

さ

れ

て

い

る
。

は
恨

み
や

復

讐

心

の
あ

る
衆

生

に

か

け

る

慈

悲

、

五
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『
十
地
経
』

に
お
け

る
慈
悲

に

つ
い
て

,(小

坂
)

六

は
貧

窮

に
あ

え

い

で

い
る
衆

生

に

た

い
す

る
慈

悲

、

倒

は
菩

提

心

を

お

こ
す

衆

生

に
対

し

て
倦

み
疲

れ

る

こ
と

の
な

い
慈

悲
、

と

対

応

で
き

る
。

そ

の
上
、
十
善
業
道

の
経
説

で
は
声
聞
乗

・
独
覚
乗

の
果
報
を
受

け
る
こ
と

も

い
わ
れ
る
。

さ
ら

に
向
上

し
て
、
そ

の
十
善
業
道

は
、
般
若

の
相

に
よ

っ
て
よ
く
修
行
さ

れ

て
い
る
と
き
、
限
定
さ
れ

た
心
が
あ
り
、
三
界

の
恐
れ
を
心

に
も
ち
、
大

悲

(

)
が

欠

け

て

い
れ

ば
(
他

の
人

よ
り
聞
く

に
随

い
、
音
声

に

従
う

こ
と

に
よ

っ
て
、
声
聞
乗
を
生
ぜ

し

め

る
。

(

)

こ
れ

に
対

応

す

る
釈

は
、

捨
心
者
捨

諸
衆
生

如

経
遠

離
大
悲

故
。

(
『
大
正
』

二
六

・
二
四
八
c
)

と

い

う

。
声

聞

は
衆

生

を
捨

て

る

相

が
あ

る

と

い

う

こ

と

は

、

大

悲

(

)
が

欠

け

て

い
る

こ
と

で

あ

る

と

い
う

。

つ
づ

い

て
、

さ
ら

に
向
上

し
て
、
清
浄

に
な

っ
て

い
く
と
、
他

の
者

に
随

わ
ず
、
独
存
性

に
よ

っ
て
、
他
人
よ
り
知
性
を
受
け
ず
。
大
悲

(

)
の
方
便
が
欠
け

て
い
て
甚
深

な
る
縁
起

を
悟

る

こ
と
に
よ

っ
て
、
独
覚
乗
を
生
ぜ
し

め
る
。

(

)

と

あ

り
、

こ
れ

に
対

応

す

る

釈

は
、

自
正
覚
故
。
不
起
心
説
法
。

不

堪

説
法

故

。

如

経
不

能

具

足
大
悲

方
便

故
。

(
『大
正
』

二
六

・
二
四
八

c
)

と

あ

る
。

説

法

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

こ

と

は
、

大

悲

(

)

の

方

便

が

欠

け

て

い
る

こ

と

で
あ

る

と

い
う

こ

の
二

つ

の
説

明

に

よ
り

二

乗

と

異

な

る

菩

薩

の
大

悲

(

)

と

は
、

衆

生

を

す

て
ず

か

つ
説

法
す

る

こ
と

で
な

け

れ
ば

な

ら

な

い

。

さ

て
、

先

に

示

し

た

よ
う

に
、

次

の

一
節

も

注

釈

で

は
慈

悲

の
対
象

が

示

さ

れ

て

い
る

。

か

の
菩
薩

は
、
ま
す
ま
す

一
切
衆
生

の
近
く

に
い
て
、
利
益

の
心
性

を
生
じ

さ

せ
、
安
楽

の
心
性
を
、
慈

し
む

(

)
心
性
を
、
哀
愍

(

)
す

る
心
性
を
、
憐
愍

(

)
す

る
心
性
を
、
恩
恵

の
心
性

を
、
守
護

の
心
性

を
、
平
等

の
心
性
を
、
師

の
心
性
を
、
教
師

の
心
性
を
生
ぜ
し
め
る
。

(

)

十
種
類
の
心
性
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
う
ち
、
慈
悲
の
原
語
が
三

語
あ
る
。
『
十
地
経
論
』
で
は
ど
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
だ

ろ
う
か
。

三
者
於

怨
憎
衆
生

不

念
加
報

如

経
慈
心
故
。
四
者
於

貧
窮
衆
生

欲

令

遠

離
彼
苦
っ如

経
悲
心
故
。
五
者
於

楽
衆
生

欲

令

不
放
逸

如

経

憐
愍
心
故
。
(『大
正
』
二
六
・
一
五
〇
a
)

こ
の
説
明
に
よ
り
、

は
恨
み
憎
し
み
を
も

つ
衆
生
に
対
す
る

心
、

は
貧
窮
に
あ
え
い
で
い
る
衆
生

の
苦
を
除
こ
う
と
い
う
心
、

は
楽
を
し
て
い
る
衆
生
を
不
放
逸
に
さ
せ
よ
う
と
い
う

心
と

な

る
。
前
述
の
説
と
比
べ
る

と
、

だ

け

は
概
念
が

一
致
し
他
の

二
語
は
異
な
り
、
原
語
に
対
応
す
る
概
念
に
多
義
あ
る
こ
と
が
現
わ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
第
四
地
以
降
に
は
、
次
の
よ
う
な
定
型
句
が
で
る
。

一
切
衆
生
を
顧
み
る
か
ら
、
誓
願

(

)
を
出
生
す
る
こ

と
に
支
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
大
悲
心

(

)
を
先
と
し
て
い
る
か
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ら
、

大
慈
を

(

)
心
具
足

し
て

い
る
か
ら
、
～

(

)

冒
頭
に
「
一

切
衆
生
を
顧
み
る

(漢
訳
で
は

一
切
衆
生
を
捨
て
ず
)
の
句

が
説
か
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
菩
薩
の
慈
悲
行
の

一
つ
と
し
て
説
か

れ

、

経

典

で

は
計

三

回

出

て
く

る
。
(
5
)

ま

た

き

の
用

例

は
第

五

地

で
も

見

出

だ

さ

れ

る

。

一
切

の
衆
生
に
憐
愍

の
情

(

)
を
も

つ
た
め
で
あ

る
。
～

(

)

論
で
は
そ
の
具
体
的
な
様
相
を
ど
の
よ
う
に
説
明
し

て

い
る

だ
ろ

う

か
。三

住
貧
乏
衆
生
興

一
切
資
生
之
具

如

経
憐
愍

念

一
切
衆
生
一故
。

貧
乏
な
衆
生
に
資
生
の
具
を
与
え
る
救
済
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま

り
精
神
的
な
も
の
と
し
て
よ
り
、
日
常
的
な
財
施
の
行
と
し
て
説
明
さ

れ
て
い
る
。

特
徴
あ
る
用
例
だ
け
を
示
し
た
が
、
結
論
と
し
て
は
次
の
よ
う
に
い

え
る
で

あ

ろ
う
。
『十
地
経
』
で
は
慈
悲
と
誓
願
を
類
比
的
に
説
い
て

い
る
。

ま
た
、
慈
悲
の
原
語
と
し
て
は
原
始
経
典
や
部
派
の
論
書
に
あ

る
愛

(

)
や
愛
し
さ

(

)
の
語
は
用
い
ら

れ
ず
、

上
記
の
よ
う
に
五
語
の
み

で
あ

る
。
『
十
地
経
論
』
で
は
慈
悲

に
相
当
す
る
語
句
に
つ
い
て
個
別
に
概
念
規
定
が
行
わ
れ

つ
つ
個

々
の

語
に
多
義
性
を
も
た
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
二
乗
と
は
異
な
る
菩
薩
の

大
悲
が
強
調
さ
れ
、
心
理
的
な
慈
悲
の
意
味
合
い
を
も
た
せ
な
が
ら
、

『十
地
経
』
に
お
け
る
慈
悲
に
つ
い
て

(小

坂
)

財

施

の
慈

悲

の

よ
う

に
具

体

的

な
行

と

し

て
説

明

さ

れ

て

い
る

の

で
あ

る
。(註

記
略
)

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

『
十

地
経
』
、

(大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
研
究
員
)
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